
１．はじめに

本工事は国道静清バイパスの交通渋滞および交
通安全、環境保全対策を目的とした美川高架橋Ⅱ
期線工事である。工事箇所は静岡市葵区平和二丁
目～新伝馬一丁目に位置し、地域住民からは早期
の４車線化が期待されている。

工事概要
�１ 工 事 名：平成２１年度１号静清美川高架橋鋼

上部工事
�２ 発 注 者：中部地方整備局 静岡国道事務所
�３ 工 期：平成２１年９月１０日～

平成２３年３月１０日
（工事完成 平成２２年１２月２１日）

�４ 構造形式：４径間連続非合成箱桁橋

橋 長：２４０．０m
支 間 割：５６．３m＋６３．０m＋６３．０m＋５６．３m
有効幅員：８．９０７m
総鋼質量：８３９．５t

現地架設工事は以下のような課題があった。
�１ 側道・交差点・バイパスランプと狭隘な道路
上で夜間交通規制による桁架設
�２ 早期４車線化・隣接関連工事の工程調整によ
る工程の短縮の要望
�３ Ⅰ期線の荷重を受けた鋼製橋脚への架設桁の
出来形・品質確保

この課題について施工上での問題点・対策につ
いて以下に述べる。

２．現場における問題点

�１ 作業時間の制約
架設箇所は国道１号バイパスの側道、県道との
交差点、バイパスへのONランプに位置し、一
部ベント設置部を除き規制帯を設置することは不
可能であった。これにより吊足場設置までの架設
作業はすべて交通規制を伴う夜間作業とし資材・
重機の搬入・搬出を含めて２１：００～翌６：００まで
に行う必要があった。
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図―１ 構造一般図
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�２ 工程短縮の要望
当初H２２．６～H２３．１の８ヶ月を計画していた
が工期短縮の強い要望によりH２２．５～H２２．１０ま
での６ヶ月間で架設工程を完了し、隣接関連工事
に引き継ぐ必要があった。

�３ 鋼製橋脚たわみの影響
P１９、P２０、P２１橋脚はT型の鋼製橋脚であっ
た。T型片側の張出し部にはⅠ期線が架設されて
おり、橋脚の梁部分は変状（たわみ）している。
またⅡ期線の施工でも架設ステップに伴い鋼製橋
脚は変状する（図－２参照）。
各ステップでの鋼製橋脚と鋼上部工のたわみを
重ね合わせて出来形・品質管理を行う必要があっ
た。

３．対応策と適用結果

�１ タイムスケジュールの検討と使用機械の選定
各作業の必要時間を算定しタイムスケジュール
と詳細架設要領図を作成し検討を行った（表－１、
図－３参照）。
これよりクレーンの据付位置付近の道路施設物、
街路燈・信号架空線を事前に移設し、作業性・安
全性を確保した。
またクレーン及び搬入車輌はタイムスケジュー
ルに従い搬入順・配置を決定し、狭隘な作業場所
での作業効率と安全性を確保した。地組桁は約
１．３km離れたヤードにて組立てたが、その運搬
は内輪差の少ない舵取り式トレーラ（図－４参

照）を採用しスムーズな搬入が行えるようにした。
この結果交通規制時間を厳守し、無事故・無災
害で架設作業を完了することができた。

表―１ タイムスケジュール

図―３ 架設要領図

図―４ 舵取り式ポールトレーラ

図―２ 鋼製脚たわみ概略図
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�２ 工程短縮
工程の短縮を行うため架設設備、作業工程の見
直しを行った。

a）ベント設備の改善
荷姿がコンパクトで作業床が一体化したマルチ
ベント（図―５参照）を採用した。これにより直
接設置箇所に荷下し組み立てができ、組立部材数
が少なく作業性の向上を図ることができた。（在
来ベント数量１８７t→マルチベント数量１５２t）これ
により組立日数で１０日間、解体で５日間 計１５日
間の工程短縮を図ることができた。

図―５ マルチベント

b）吊足場組立・ボルト本締め作業
当現場は供用道路上に位置し桁下空間が低い。
このためベント設備解体時に吊足場が支障するた
め吊足場の設置が煩雑になる。また、桁架設後が
夏季の抑制期間になり吊足場の設置まで工事中止
となる恐れがあった。そこで添接足場の落下防止
設備を充実させ、ボルトの本締め作業まで使用し、
桁下空間に余裕のある状態でベントの解体を行っ
た（図―６参照）。

ボルト締付作業は規制を伴わない昼間作業とし
規制日数の短縮に努めた。これにより吊足場設置
作業において煩雑となるベント周りの吊足場接
続・解体後の復旧を簡略化することができ足場工
全体で１０日間の工程短縮を図ることができた。

図―６ ボルト本締め足場

このほか、地組桁組立・現場塗装工の並行作業
を行うことにより工程を短縮し、目標日までに関
連工事に引き継ぐことができた。

�３ 鋼製橋脚たわみを考慮した架設ステップの検
討
鋼製橋脚へ桁荷重、主桁の張り出し架設により
各部材に大きなたわみが発生する。
また鋼製橋脚は橋面工完了時まで変状するため、
適切な架設出来形管理値を設定する必要があった。
これより架設ステップごとに応力・形状解析を
行なったところ以下のような問題点があった。
・張り出し架設時のたわみにより、次ブロック架
設時に桁が支点・ベントに干渉する。
・鋼製脚たわみによりG１、G２相対高さにズレ
が発生し、横桁の組立が困難になる。
・鋼製脚たわみによる平面方向のズレが発生する。
これらの問題を以下のように対策した。

a）上越による干渉の回避
検討結果より架設時に各支点及びベントを２５～

１１８mm上越し調整を行った。これにより主桁の
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架設たわみ分を上越し、かつG１、G２の相対高
さを仮組時と同様に再現させた。

b）平面方向の調整
鋼製橋脚変位により発生する平面方向のズレは
６～１９mm程度であった。
これより全桁架設完了後、所定の応力による強
制変位をあたえ支点上の所定位置へ移動し固定し
た（図―７参照）。

上記対策により桁架設において各部の干渉を防
ぎ橋脚や桁に過大な応力を与えることなく架設を
完了することができた。

４．おわりに

本工事は、住宅地に近接した狭隘な道路上で
様々な制約のある鋼橋架設工事であった。
上記対策により工程の短縮・品質出来形の確保
し、無事故・無災害で鋼上部工事を完了すること
ができた。

今後都市部での工事割合はますます増え、厳し
い現場条件で複雑な施工が増えることが予想され
る。それぞれの現場において、安全、品質に細心
の注意を払い施工を行っていると思われるが、こ
の報告が他工事の参考になれば幸いである。
最後に施工に際し指導・協力いただいた工事関
係者各位に深く感謝の意を表します。

図―７ 桁調整状況
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